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石
巻
消
防
署
管
内
防
火
管
理
協
議
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

山
田　

明
日
香
（
山
下
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

齋
藤　

永
奈　

（
蛇
田
小
５
年
）

石
巻
市
石
巻
消
防
団
長
賞

 　
　
　
　
　
　

小
松　

由
奈
（
釜
小
６
年
）

 　
　
　
　
　
　

梶
原　

黎  
（
蛇
田
小
５
年
）

石
巻
公
仁
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

阿
部　

敏
己
（
山
下
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

良
介
（
釜
小
５
年
）

渡
波
同
仁
会
長
賞 

　
　
　
　
　
　

福
島　

め
ぐ
み
（
貞
山
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

高
橋　

ひ
か
り
（
山
下
小
５
年
）

石
巻
消
防
署
管
内
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
長
賞

　
　
　
　
　
　

津
田　

瑞
姫   
（
住
吉
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
日
奈
子
（
住
吉
小
５
年
）

　
問　

石
巻
消
防
署　

�　

－

７
１
１
２
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◆
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約
七
割
が
「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
災
の
早
期

発
見
が
で
き
る
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ

る
死
者
の
抑
制
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
か
ら
、「
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成　

年
６
月
の
消
防
法
の
改

16

正
に
よ
り
、
一
般
の
住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど

全
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

◆
新
築
の
住
宅
に
つ

い
て
は
平
成　

年
６

16

月
か
ら
既
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
既

存
の
住
宅
に
つ
い
て

は
２
年
の
猶
予
期
間

が
設
け
ら
れ
、
平
成

　

年
５
月
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

20い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
法
に
よ
り
設
置
の
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で
は
、
各

個
人
の
自
己
責
任
分
野
で
す
の
で
罰
則
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期

に
設
置
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
目
が
覚
め
、
避

難
し
て
助
か
っ
た
」
と
か
、「
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
警
報
音
で
、
鍋
が
焦
げ
た
だ
け
で
火

災
を
防
げ
た
」、「
隣
の
家
の
住
民
が
住
宅
用

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
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住
宅
用
火
災
警
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器
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設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
ははははははははははははははははははははは

の
設
置
は
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成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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年
5
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ででででででででででででででででででででで

日
ま
で  

22222222222222222222200000000000000000000020
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火
災
警
報
器
の
音

に
気
づ
い
て
く
れ

た
の
で
、
鍋
の
煮

物
を
焦
が
し
た
の

み
で
火
災
を
防
げ

た
」
な
ど
の
事
例

も
た
く
さ
ん
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
、

火
災
の
発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す

が
、
火
は
消
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
が

必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火
災
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
を
早
期
に
設
置
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
市
や
町
、
消
防
署
、
消
防
団
が
火

災
警
報
器
な
ど
を
売
り
歩
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
言
葉
な

ど
に
ご
ま
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

石
巻
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
　

�　

－

７
１
６
７
・
消
防
署
・
分
署
・

95

出
張
所

と　

き　

３
月
２
日　

ま
で

（日）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分　
30

と
こ
ろ　

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー　

２
階

　
　
　

フ
リ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

石
巻
市
長
賞　

久
保　

安
加
莉
（
蛇
田
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

日
野　

美
里
（
蛇
田
小
５
年
）

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
長
賞

　
　
　
　
　
　

奥
津　

晴
香
（
渡
波
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

内
田　

ま
ち
（
蛇
田
小
５
年
）

石
巻
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
　
　
　
　
　

阿
部　

優
汰
（
渡
波
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

藤
原　

優
花
（
山
下
小
５
年
）

石
巻
消
防
署
長
賞　

　
　
　
　
　
　

西
村　

歩
（
渡
波
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

宮
崎　

瀬
里
菜
（
蛇
田
小
５
年
）

石
巻
地
区
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

横
堀　

真
子
（
渡
波
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

阿
部　

智
美
（
山
下
小
５
年
）
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蛇田小学校　５年

日野　美里

蛇田小学校　６年

久保　安加莉

石
巻
消
防
署
管
内
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会
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申�問�〒980-0802　仙台市青葉区二日町6-12�
自動車事故対策機構　仙台主管支所�
�022-262-6790

申�問�〒982-0012　仙台市太白区長町南4-20-6�
東北療養センター�
�022-247-1171

自動車事故被害者の救済制度�
自動車事故で重度の後遺症が残った方や、亡くなられた方のご家族を救済するため次の制度があります。�自動車事故で重度の後遺症が残った方や、亡くなられた方のご家族を救済するため次の制度があります。�

交通遺児等育成資金貸付制度（無利子貸付）�
◇貸付金額　一時金155,000円　月々20,000円�
◇貸付要件　市町村民税が非課税かまたは均等割のみ
　　　　　　課税など�
◇対 象 者　0歳から中学3年生までの子ども�
◇返還方法　割賦による20年以内の均等払い�
　　　　　　　　※進学する場合は返還の猶予あり�

介護料支給制度�
◇受給資格　自動車事故により、重度の後遺障害が残った
　　　　　　ため常時または随時の介護を必要とする方�
◇支 給 額　月額29,290円～136,880円�
　　　　　　　　（障害の程度、介護に要する費用に応じて支給）�

交通事故被害者ホットライン�
交通事故に遭われ相談先にお困りの方へ各種サービス
をご案内します。�

0570-000738（ナビダイヤル）�
（PHS・IP電話からは03-3288-3671にお電話ください）�

東北療養センター入院施設のご案内�
自動車事故により、脳を損傷し、重度の精神神経障害が
継続する状態で治療および常時の介護を必要とする方
の入院施設があります。�

　

春
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、
風

の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
く
、
毎
年
か
け
が
え
の

な
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
が
多
く
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
悲
し
い
出
来
事
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
、
春
の
火
災
予

防
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災

に
関
す
る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
て

い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

ま
た
、
万
一
発
生
し
た
火
災
に
も
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
に

よ
り
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

問　

石
巻
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

�　

－

７
１
６
７
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三
陸
自
動
車
道
は

自
動
車
専
用
道
路
で
す

・
歩
行
者
、
自
転
車
、
原
動
機
付
き
自
転

車
、　

C
C
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
、
ト

125

ラ
ク
タ
ー
や
耕
耘
機
な
ど
の
小
型
特

殊
車
両
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

・
Ｕ
タ
ー
ン
、
後
退
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
一
方
通
行
で

す
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
、
行
き
先
や

降
り
口
を
間
違
え
な
い
よ
う
、
案
内
標

識
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
無
料
区
間
の
最

高
速
度
は
、
時
速　

㌔ 
に
制
限
さ
れ
て

70

い
ま
す
。

問　

県
警
察
高
速
道
路
交
通
警
察
隊　

　

�　

－

　

－

0
5
8
2
・
防
災
対
策

022

226

　

課
（
内
線　

）
521

火災予防運動

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

19

『
火
は
見
て
る 
あ
な
た
が
離
れ
る 
そ
の
時
を
』

平成8年12月以前に旧姓で年金に加入
していた方は、ご注意ください
　年金記録もれにはさまざまなケースが考えられます。
とりわけ多いのが、基礎年金番号導入前に旧姓で年金制
度に加入した場合。基礎年金番号に結びつかない年金記
録の中には、結婚などにより名字を変更していると考え
られる記録が多く含まれています。確認はご自宅からで
もできますので、まずは、社会保険事務所にご照会くだ
さい。
問　石巻社会保険事務所　�22-5115

政府広報


